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千 々 石 湾

愛野展望台に 10時に金 こ今日は県南・

県わ 合伺巡検で参加者が多く大そう盛会で

ある。鎌田先生から今日の予定や夕
=卜
など

の説明があり,千々石柚 ってバス蓮略を下

る。まもなく左側の畑の止め露頭を見つけ,

調査を始める。 5～ 10ルの角閃石と斜長石

を含む角閃石安山岩質嚇   (7)で,風化

面で角閑石と斜長右の美暴が採集できる。中

には美事な双品をなすものもある。軟弱な基

質もろとも持帰り水飾して多くの結晶を得る

ことができた、ちょうど造岩鉱物の授業をや

っていたので,さ 0そ く生徒に産状を話り,

標本を観察させた。理振標本は黒色の不純物

端 畢面にっいていて,面がみえず,生徒の
レポートには斜長石の色が黒と記されていて,

説明に手をやいたが,今日の標本でこの心配

も無ぐなったことを喜んでいる。生徒の知ら

ぬ地区の標本ょり,、狐 が知っていて産状を

説明してみせる標本の方が生徒の興味を強く
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雲範西麓の人山地質と唐比(からこ1)の泥炭地

(5万分の 1,肥前小浜 )

涯王国災山砕F岩

ょびおこす。

バス道路ぞいには相次いで好露頭がみられ

礼 |いずれも細粒の福色の凝灰岩i層の直上に

は数 10"～ 1屁程齢 礫層がみられ,上位
へ次第に粒度を減じながら細粒の相色凝灰岩

層へ移り変る。このラミナ面は数度以下のゆ

るい観きであるが,道路の勾配と逆傾斜なの

で,傾斜が大きいように見えれ。千々石の砂

浜が見えるようになった曳 ラミナ面の傾き

が次第に増 L最 大 40.° 程度に達した力ヽ

これは断層による乱れで a■Dったここの附近の

砕層岩は粗い礫から細粒の凝灰質部べと幾サ

イタルかくり返していて,凝灰質部は大てい

褐色になっていて,地表で風化したことが考

えら■る。ヽ千々石の浜べ下りて昼食をとる。

砂浜には美事なカスプがみられる。

午後は先の方べ進んだグ″―プと後のグル

ープは トランンTパーで連絡をとりながら唐

比へ向う。海岸の直立する崖は有名な千ル石
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轟雇崖で1午前に月え0と同じ火山砕層物が

厚く重なってy):そ,1挙 1甲ri雪 |う・ヮP4?F'1:
とくに近寄ってみることもなく先を急くL唐
比べ大部近づいた曳 7]ヽ′lIで メダカが元気良

く泳いでいるのをすくっ■ 鎌田先生はお嬢

ちゃんのお土産とされた。腰にハンマー・ 背

にリュックの先生が,片手にメダカを入みた

ポリ袋を下げた姿はまさに良きパパぶりでと

てもほほえましい。先生の期待にこたえてか

そのメダカは現在も元気で暮している軋

書範た本っ「
`尋
客年み年 摯嘩

が伸びて入

江をせきとめ,ラ グーンができ,、 この中に泥

炭が祥彗レたこ若上産業に寄って説明をさき

試料を採集する。中には木材の破片や ドング

‐`り,の寒など′も保存さ■ている。これをコータ́

リァt″ ィで転燥じ粉砕:L騨臭斉1を作るみ
の事で,｀ 口下操業準備中であられ

唐比泥炭の分析結果は次の通りである。¢

水分9.0 灰分5938 揮発分 23。 0

固定炭素8.2 発熱量■,770ガ Fリ ー

■ 泥炭工場を出て,泥炭地 (水田地帯)の北
i側
を行くと,両輝石安山岩の露出してい礼

雲仙火山より古法火申岩で箕紫溶岩に対比さ

れるものであろう。道を北にたどって愛津で

再び国道 57号線た彎合い,そ こで解散する。

(堀口承りI記 )

参加者 125名 (正会員・一般 21,学生
4.他に長崎造船短大生多数 )

長 崎 県 地 学 文 献 目録

(地 質 の 部 そ の Ⅶ )

8。 長崎ご多良岳火山岩地域

(現 世 堆・積 物

論 文 名 ,掲 載 誌 ,巻 ,号 ,頁 :

20万分の 1「 長崎 J地質図幅並同説明書 地質調査所 |

多良岳火山地質調査報文 (図版 16)震 予報 90,1-49
多良嶽西麓地方の地理的景観 (1)地 球 髪 Ⅲ 6,420-436
多蟻 西麓地方の地理的景観 (2)同上 1●: 3.202-213
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-22‐

を含 む )

年
　
２
　
９

行

９．

９．

発
　
１
　
１

1929

19301

著   者

大
t日
方llR三

J燎  勉

森 寿美衛




